
いちごドリルプリント

日本の資源と産業 名前

問1 スマートフォンや電気自動車のモーター、高性能な電子部品など、現代の先端技術を用いた製品の製造に欠かせない資源について述べたものと
して、最も適切なものはどれか。 （2025年 高知県公立入試 類似）

1. 石炭や石油、天然ガスのように、
地層の中に埋蔵されており、燃焼さ
せることでエネルギーを得ることが
できる化石燃料。

2. 鉄鋼の原料となる鉄鉱石や、電線
などに使われる銅といった、古くか
ら工業製品の主軸となってきた主要
な金属資源。

3. リチウムやコバルトなどに代表さ
れる、地球上の存在量が少ない、あ
るいは純粋な物質として取り出すこ
とが難しいレアメタル（希少金属）
。

4. ボーキサイトを原料として精錬さ
れ、軽くて加工がしやすいため窓枠
や飲料缶などに広く利用されるアル
ミニウム。

問2 日本の農業統計において、広大な土地を背景に一農家あたりの耕地面積が全国で最も広く、ジャガイモなどの畑作物が大規模に栽培されている
地域はどこか、次の中から選びなさい。 （2026年 愛知県公立入試 類似）

1. 北海道 2. 鹿児島県 3. 茨城県 4. 愛知県

問3 2020年の日本の貿易において、輸入総額に占める品目別割合の内訳を説明した文章として、正しいものはどれですか。なお、この年の統計では
、電気機器や通信機といった「機械類」が全体の約27.1%を占めています。 （2022年 大分県公立入試 類似）

1. 原綿や羊毛などの天然繊維の原料
が、輸入総額の過半数を占めている

2. 繊維品が全体の約3割を占め、高
度経済成長期と同様の構成となって
いる

3. 機械類が約4分の1を占め、次いで
石油、医薬品などが主な品目となっ
ている

4. 自動車や鉄鋼が輸入品目の上位を
独占し、輸出額を大きく上回ってい
る

問4 日本における人口密度の分布と、各地域の地理的条件の関連について述べた文として、正しいものはどれですか。 （2022年 茨城県公立入試 類似）

1. 山岳地帯が広がる地域では、自然
環境が豊かであるために人口密度が1
000人を超える傾向にある

2. 三大都市圏の平野部では、商工業
の集中により人口密度が1000人以上
と非常に高くなっている

3. 島根県や岩手県などの地方では、
老年人口の割合が高いため、人口密
度も三大都市圏より高くなる

4. 北海道では広大な平野で大規模農
業が行われているため、1平方キロメ
ートルあたりの人口密度が日本で最
も高い

問5 日本の畜産で使われる飼料には、牧草などの「粗飼料」と、トウモロコシなどの「濃厚飼料」があります。これらに関する日本の現状を説明し
た文として、正しいものはどれですか。 （2023年 福井県公立入試 類似）

1. 濃厚飼料は日本国内で大量に生産
されているため、トウモロコシの輸
入量は年々減少している。

2. 豚や鶏の飼育では濃厚飼料が100
％を占めるが、その国内自給率は約1
2％と低く、輸入への依存が顕著であ
る。

3. 牛の飼育には濃厚飼料は全く使わ
れず、国内で自給可能な粗飼料のみ
が使われているため、牛肉の自給率
は100％である。

4. 粗飼料と濃厚飼料はどちらも国内
で完全に自給できているため、飼料
自給率の低さは日本の農業において
問題になっていない。

問6 農産物の産地を比較した説明として正しいものを、次のうちから選びなさい。なお、データ上の特徴として、Aは北海道が収穫量の大部分を占め
長崎県が上位に入り、Bは鹿児島県と茨城県が収穫量の上位を占めているものとします。 （2023年 熊本県公立入試 類似）

1. Aはじゃがいも、Bはさつまいもで
ある。

2. Aはてんさい、Bは茶である。 3. Aはさつまいも、Bはじゃがいもで
ある。

4. Aは乳牛の飼育頭数、Bは肉牛の飼
育頭数である。

問7 家計の消費支出において、1960年当時と比べて2010年の「消費支出に占める食料費の割合」が低くなっている理由として、当時の社会背景を
ふまえて説明したものとして適切なものはどれですか。 （2017年 徳島県公立入試 類似）

1. 少子高齢化の影響で1世帯あたり
の人数が減少し、家計における食料
の消費量そのものが1960年当時の半
分以下になったため。

2. 1960年代には食料自給率が極め
て低かったが、2010年に向けて自給
率が向上したことで安価な国産野菜
が普及したため。

3. 経済成長によって国民全体の所得
水準が上がり、支出の余裕が生まれ
て食料以外の教養・娯楽などへの支
出割合が増えたため。

4. 農産物の輸入自由化が進んだこと
で食料品の価格が劇的に安くなり、
家計における食料費の支出額がほと
んどなくなったため。

問8 愛媛県松山市、栃木県宇都宮市、石川県金沢市の3都市の産業統計を比較した際、宇都宮市の製造品出荷額等が約2兆円弱であるのに対し、松山
市は約4000億円、金沢市は約4000億円強となっています。この3都市の中で、人口一人あたりの製造品出荷額等が最も少ない都市はどこですか
。 （2017年 香川県公立入試 類似）

1. 金沢市 2. 宇都宮市 3. 高松市 4. 松山市

問9 日本の漁業は、1970年代半ばから遠洋漁業の漁獲量が激減し、その後、食生活の変化や国内生産の減少を補うための動きが見られます。1985
年から1995年にかけて、日本の水産業統計において約100万トンから500万トン近くまで急激に増加した数値はどれですか。 （2021年 愛知県公立入試

類似）

1. 魚介類の輸出量 2. 沿岸漁業の漁獲量 3. 魚介類の輸入量 4. 養殖業の生産量

問10 日本の山岳地帯に多く分布している水力発電所の立地条件として、地形と気候の観点から述べた説明のうち、正しいものはどれですか。 （2026年

沖縄県公立入試 類似）

1. 年間を通じて降水量が豊富で、河
川の傾斜が急であり、大きな落差が
得られる場所であること。

2. 大規模な冷却用ダムが建設可能で
あり、都市部への送電距離が最も短
くなる平坦な場所であること。

3. 地熱貯留層が浅い場所にあり、年
間を通じて一定の風速が維持される
高原地帯であること。

4. 広い平地が確保でき、年間を通じ
て日照時間が長く、太陽光を遮る障
害物がない場所であること。

問11 近年、日本の水産業において、食生活の変化や少子高齢化などの影響により、日本国内における水産物の需要や消費量が減少しています。この
ように、国内で消費される市場の規模が小さくなっていく課題を何と呼びますか。最も適切なものを次のうちから1つ選んでください。 （2022年

宮崎県公立入試 類似）

1. 国内市場の縮小 2. 栽培漁業の推進 3. 食料自給率の向上 4. 輸入規制の強化

問12 1980年代後半以降の日本では、円高の影響などによって国内の企業が工場などの生産拠点を海外へ移転させる動きが加速しました。これにより
、国内の製造業が衰退し、雇用機会が失われたり技術力が低下したりする問題が発生していますが、このような現象を何と呼びますか。 （2025年

茨城県公立入試 類似）

1. 食料自給率の低下 2. 経済のサービス化 3. 貿易の自由化 4. 産業の空洞化


